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「
戦
争
を
知
ら
な
い
学
生

が
軍
事
郵
便
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
」
―
―
。

文
学
部
・
新
井
勝
紘
教
授

の
ゼ
ミ
生
３６
人
が
、
専
修
大

学
歴
史
学
会
の
２
０
１
２
年

度
総
会
・
大
会
（
６
月
３０

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に

参
加
。「
軍
事
郵
便
を
ゼ
ミ
生

が
み
る
・
よ
む
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
活
動
の
成
果
を

披
露
し
た
∥
１
面
に
写
真
。

同
総
会
に
出
席
し
た
教
員

ら
が
来
場
し
、
軍
事
郵
便
を

興
味
深
く
読
む
姿
や
、
ガ
イ

ド
役
の
ゼ
ミ
生
た
ち
と
意
見

を
交
わ
す
姿
が
見
ら
れ
た
。

今
回
、
新
井
ゼ
ミ
で
は
２

年
次
生
が
軍
事
郵
便
そ
の
も

の
の
説
明
を
、
３
、
４
年
次

生
が
日
露
戦
争
期
、
日
中
戦

争
期
、
太
平
洋
戦
争
期
な

ど
、
５
班
に
分
か
れ
て
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
を
担
当
し
た
。

「
興
味
を
持
っ
た
軍
事
郵

便
を
選
び
、
当
時
の
時
代
背

景
な
ど
と
一
緒
に
展
示
し
ま

し
た
」
と
ゼ
ミ
長
の
萩
原
翔

太
さ
ん
（
文
３
）
。
地
図
や

写
真
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ

た
ポ
ス
タ
ー
に
加
え
、
手
紙

の
現
物
、
同
封
さ
れ
て
い
た

品
も
展
示
さ
れ
た
。

萩
原
さ
ん
は
「
春
合
宿
で

新
井
先
生
に
『
や
っ
て
み
な

い
か
』
と
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
ゼ
ミ

内
で
発
表
し
て
き

ま
し
た
が
、
外
部

向
け
は
初
め
て
。

ポ
ス
タ
ー
発
表
と

い
う
形
式
も
未
経

験
で
試
行
錯
誤
し

ま
し
た
が
、
先
生

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
完

成
で
き
ま
し
た
。

送
り
主
の
気
持
ち

や
歴
史
的
事
実
を
伝
え
る
な

ど
、
班
ご
と
に
特
色
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
発
表
が
軍
事
郵
便

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
た
。

新
井
教
授
は
「
学
生
た
ち

に
は
、
感
じ
た
こ
と
を
素
直

に
伝
え
て
も
ら
っ
た
。
人
に

分
か
る
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
は
、
自
分
の
研
究
を
理
解

す
る
た
め
に
も
重
要
な
こ
と

で
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た

と
思
う
。
ど
の
ポ
ス
タ
ー
に

も
工
夫
が
見
ら
れ
た
」
と
奮

闘
を
た
た
え
た
。

な
お
、
今
回
発
表
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
は
、
東
京
・
千
代

田
区
の
逓
信
総
合
博
物
館
で

開
催
中
の
「
軍
事
郵
便
展
―

戦
地
か
ら
の
便
り
―
」
（
８

月
３１
日
ま
で
）
で
も
展
示
さ

れ
る
予
定
。

心
の
病
を
持
つ
人
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
―
―
。
精
神
障
害
者
の
就

労
支
援
を
す
る
社
会
福
祉
法

人
の
施
設
で
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
社
会
福
祉
士
と
し
て

１３
年
。

現
在
は
、
東
京
・
江
東
区

の
通
所
施
設
（
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
オ
ア
シ
ス
・

プ
ラ
ス
）
で
汗
を
流
す
。
こ

こ
で
は
、
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
働
く
た
め
に
必
要
な
体

力
、
マ
ナ
ー
な
ど
「
基
礎
」

を
身
に
つ
け
る
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
も
す
る
。
ま
さ
に
障
害

者
の〝
オ
ア
シ
ス
〟を
担
う
。

「
支
え
る
仕
事
で
す
が
、

実
際
は
日
々
、
教
え
ら
れ
る

こ
と
ば
か
り
。
他
人
の
話
で

は
な
く
、
私
自
身

の
問
題
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
」

７
月
に
約
１
週

間
、
福
島
・
南
相

馬
へ
飛
ん
だ
。「
３

・
１１
」
の
地
震
・

津
波
・
原
発
に
加

え
、
風
評
と
い
う

何
重
も
の
被
害
を

受
け
て
い
る
福
島

の
人
々
。
職
員
が

県
外
に
避
難
し

て
、
人
手
が
足
り

な
く
な
っ
た
障
害
者
施
設
の

応
援
に
か
け
つ
け
、
作
業
を

手
伝
っ
た
。
夕
刻
に
は
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
訪
問
も
。

「
少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
」
と
い
う
福
島
訪
問
だ
っ

た
が
、
「
原
発
事
故
」
と
い

う
、
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な

い
過
酷
な
状
況
に
苦
し
む
人

々
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

「
震
災
で
特
に
大
き
な
影

響
を
受
け
る
の
は
、
社
会
的

弱
者
。
家
族
と
離
れ
離
れ
に

な
っ
た
人
も
多
い
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
は
ま
だ
ま

だ
、
終
わ
っ
て
い
な
い
と
実

感
し
ま
し
た
」

こ
こ
で
も
温
か
く
迎
え
ら

れ
、
逆
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る

こ
と
も
。
「
つ
ら
い
震
災
時

の
話
を
し
て
く
れ
ま

し

た
」
。
継
続
的
に
福
島
を
見

て
い
き
た
い
。
絶
対
に
忘
れ

な
い
―
―
と
い
う
思
い
を
強

く
し
て
い
る
。

埼
玉
県
浦
和
西
高
か
ら
専

大
文
学
部
人
文
学
科
心
理
学

コ
ー
ス
へ
。
故
東
條
正
城
教

授
の
研
究
室
で
学
ん
だ
。
卒

論
で
は
「
疲
労
時
に
ア
ル
フ

ァ
波
が
発
生
す
る
の
か
」
を

調
べ
た
。
同
教
授
の
紹
介
か

ら
、
現
在
の
職
場
の
理
事
長

と
出
会
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
が
現

在
の
仕
事
に
結
び
つ
い
た
。

「
先
輩
た
ち
が
楽
器
を
こ

な
す
姿
が
か
っ
こ
よ
く
て
あ

こ
が
れ
て
」
、
サ
ー
ク
ル
活

動
は
ジ
ャ
ズ
研
・
Ｍ
Ｊ
Ａ
ブ

ル
ー
コ
ー
ラ
ル
で
楽
器
は
ギ

タ
ー
。
「
聴
く
方
が
専
門
で

し
た
が
…
」。

卒
業
後
、
仕
事
上
の
悩
み

を
打
ち
明
け
る
の
は
、
い
つ

も
学
生
時
代
の
ゼ
ミ
や
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
た
ち
。
「
今
も

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
」。

７
月
１２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
専
修
大
学
会
計
人
会

（
吉
田
伸
江
会
長
・
昭
５４
院

商
修
）
の
第
４９
回
定

期
総
会
が
開
か
れ
た

∥
写
真
。

会
員
２３
人
が
出
席

し
、
２
０
１
１
年
度

行
事
・
決
算
報
告
、

２
０
１
２
年
度
収
支

予
算
、
役
員
改
選
、

会
計
人
会
創
立
５０
周

年
記
念
事
業
等
が
審

議
さ
れ
了
承
さ
れ

た
。「

報
恩
の
間
」
に

会
場
を
移
し
、
校
友

会
役
員
ほ
か
多
数
の
来
賓
を

迎
え
て
、記
念
撮
影
の
後
、懇

親
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

【
議
員
】
当
選

▽
沖
縄
県
議
会
議
員

具
志

孝
助
氏
（
昭
４２
商
）

▽
岩
手
県
岩
手
町
会
議
員

佐
藤

弘
吉
氏（
昭
４１
商
）

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
懇
親

会
〉

▽
８
月
２５
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
西
口
隣
接

「
旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ

ル
」

竹
下
正
範
氏
☎
０
１

２
６
（
６３
）
４
３
２
１
（
専

修
大
学
北
海
道
短
期
大
学

内
）

〈
相
模
原
・
町
田
支
部
合
同

「
納
涼
懇
親
の
夕
べ
」〉

▽
８
月
３１
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
小
田
急
線
相
模
大
野
駅

上
「
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
相
模
大
野
」

渋
谷

隆
宏
氏
☎
０
４
２
（
７
４

４
）
４
８
６
５

〈
杉
並
支
部
総
会
〉

▽
９
月
４
日
（
火
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
か
ら

徒
歩
２
分
「
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
」
２０
階
（
レ
ス
ト
ラ
ン
１

２
１
ダ
イ
ニ
ン
グ
）

木
梨

盛
祥
氏
☎
０３
（
３
３
０
４
）

９
３
２
１

〈
大
分
県
支
部
総
会
〉

▽
９
月
８
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
か
ら
徒
歩

７
分
「
大
分
ア
リ
ス
ト
ン
ホ

テ
ル
」

河
野
喜
則
氏
☎
０

９
７
（
５
４
３
）
７
２
３
４

〈
岩
手
県
支
部
連
合
総
会
〉

▽
９
月
２９
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
か
ら
徒

歩
１
分
「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
一
関
」

菊
池
秀
雄
氏
☎

０
１
９
７
（
６１
）
２
１
３
１

（
専
修
大
学
北
上
福
祉
教
育

専
門
学
校
内
）

校
友
会
職
域
支
部
の
専

修
大
学
法
曹
会
が
主
催
す

る
「
無
料
法
律
相
談
会
」

（
後
援
∥
校
友
会
、
今
村

法
律
研
究
室
）
の
９
月
以

降
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
９
月
１２
日
（
水
）

▽
１０
月
１７
日
（
水
）

▽
１１
月
１４
日
（
水
）

▽
１２
月
１２
日
（
水
）

▽
１
月
１６
日
（
水
）

▽
２
月
１３
日
（
水
）

▽
３
月
１３
日
（
水
）

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９

時
３０
分
【
場
所
】
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
８
号
館
１
階

今
村
記
念
法
律
事
務
所



今
村
記
念
法
律
事
務

所
☎
０３
（
３
２
６
４
）
１

７
２
１

（
要
予
約
）

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
日
本

選
手
の
活
躍
が
連
日
報
じ
ら

れ
、
監
督
、
コ
ー
チ
と
と
も

に
家
族
の
力
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
は

２
０
１
１
年
５
月
か
ら
約
１

年
間
、
家
族
の
証
言
を
も
と

に
日
本
を
代
表
す
る
ア
ス
リ

ー
ト
の
素
顔
に
迫
っ
た
大
型

企
画
「
家
族
の
力
」
を
連
載

し
た
。
本
書
は
同
企
画
を
一

冊
に
ま
と
め
た
も
の
だ
。
担

当
デ
ス
ク
は
、
編
集
局
ス
ポ

ー
ツ
部
・
部
長
補
佐
を
務
め

る
首
藤
正
徳
さ
ん
（
昭
６３
経

済
）。内

村
航
平
（
体
操
）
、
澤

穂
希
（
女
子
サ
ッ
カ
ー
）
、

錦
織
圭
（
テ
ニ
ス
）
ら
ロ
ン

ド
ン
五
輪
代
表
選
手
を
中
心

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

開
会
式
で
旗
手
を
務
め
た

�
レ
ス
リ
ン
グ
の
女
王
�
吉

田
沙
保
里
選
手
の
父
・
栄
勝

さ
ん
（
昭
５０
経
済
）
は
元
全

日
本
王
者
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪

に
コ
ー
チ
と
し
て
出
場
し
て

い
る
。
父
の
厳
し
い
指
導
か

ら
世
界
一
の
タ
ッ
ク
ル
を
身

に
つ
け
た
「
沙
保
里
秘
話
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
子

育
て
世
代
に
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
首
藤
さ
ん
。

（
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
出
版
社
・

本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

８
月
１
日
、
東
京
・
千
代
田

区
で
「
区
内
一
斉
打
ち
水
」
が

開
催
さ
れ
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
で
も
「
靖
国
通
り
打
ち
水

週
間
（C

o
o
l
Y
a
s
u
k
u
n
i- 2

℃

）
」
（
北
神
実
業
会
な
ど
主

催
、
千
代
田
区
後
援
、
靖
国
通

り
商
店
街
連
合
会
協
力
∥
４
日

ま
で
）
が
実
施
さ
れ
た
∥
写

真
。
期
間
中
は
朝
・
夕
の
２

回
、�
打
ち
水
�
が
行
わ
れ
、

連
日
の
暑
さ
を
和
ら
げ
た
。

心
理
教
育
相
談
室
一
般
公
開

講
座
「
加
齢
が
認
知
機
能
に

与
え
る
影
響
と
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」

認
知
機
能
の
低
下
と
病
気

の
違
い
を
解
説
し
、
脳
の
鍛

え
方
を
講
義
す
る
。

▽
日
時
∥
１０
月

２０

日

（
土
）
１４
時
～
▽
場
所
∥
専

修
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
▽
講
師

∥
岡
村
陽
子
人
間
科
学
部
准

教
授

心
理
教
育
相
談
室
☎
０

４
４
（
９
０
０
）
７
８
３
２

日 時：１０月５日（金）

場 所：千葉県・姉ヶ崎カントリー倶楽部 東コース

募集人数：１００名（２５組）

申 込 金：５，０００円（事前支払い＝懇親会費等）

プレー費：１５，４００円

（当日支払い＝カート代・昼食代含む）

申込期限：９月７日（金）＜必着＞

※先着順、定員になり次第締め切り

□申・：専修大学校友会 ゴルフ大会係

☎０３（３２６５）７５７９ Fax ０３（３２６５）７０８９

「「東東日日本本大大地地震震」」にによよりり被被災災ししたた

学学生生にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

「東日本大地震」により、被災した学生への支援金

を今年度も募集しております。皆様の温かいご支援を

お願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０‐１‐６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大

学のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

＜校友＞

第４９回定期総会開く
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第２８回校友会グリーンカップゴルフ大会
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ポスターで成果発表
初めて外部に
手紙の現物も展示

専修大学会計人会
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▲ 教員に説明するゼミ生
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千代田区内一斉打ち水

�暑さ�和らげよう！

－支える仕事、でも教えられることばかり－
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第５０３号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１２年（平成２４年）８月１５日（５）


